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美濃地区家庭教育学級応援通信 

かてきょー 

 地域の中学生と乳幼児親子が交流する貴重な機会となりました。講話や座談会では、保護者同士が子

育ての悩みや工夫を共有し合い、中学生は託児を通して乳幼児との関わり方を学びました。世代を超え

たつながりの中で、互いに学び合い支え合う地域の温かさを感じる取組でした。 

 

 

【取材を終えて】 

 

美濃市中有知地区では、８月３日（月）に、中有知公民館と乳幼児子育てサロン「あひるさん・パン

ダちゃんの会」との共催による「子育て講話＆座談会」が開催されましたのでご紹介します。 

 【開催の目的】 

 
保護者が子育てについて学びながら、日頃の悩みや不安を気軽に相談できる機会を

提供するため、公民館主事や主任児童委員が中心となって開催しました。 

【当日の様子】 

 

 当日は、美濃中学校の生徒 15名がボランティアとして参加し、会場の準備や後片付け、講話中の託児な

どを担当しました。乳幼児との接し方に慣れていない生徒もいることから、最初の 20 分間は保護者と一

緒に乳幼児とふれあう時間を設けました。その後、保護者は別室に移動し、子育てに関する講話や座談会に

参加しました。 

子育て講話は、中濃県事務所の家庭教育推進専門職が講師を務めま

した。講話後の座談会では、保護者の皆さんが大きな輪になり、「わ

が子の素敵なところ」や「便利な時短グッズ」などをテーマに、交流

を深めました。和やかな雰囲気の中で会話が弾み参加者同士が子育て

の喜びや日頃の工夫を共有し合うなど、有意義な時間となりました。 

 
保護者からは「子育てのお話を聞いたり自分のことを話したりして、すっきりした気持ちになりました」 

中学生からは「赤ちゃんは話ができないけれど、何となく気持ちがわかって嬉しかったです」などの感想

が寄せられました。保護者にとっては子育てについて学び悩みや不安を共有する機会となり、中学生にと

っては乳幼児とのふれあいを通して命の尊さや子育ての大変さを実感する貴重な体験の場となりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前子育てサロンや縄跳び作りを通して、保護者同士が気軽に交流し合い、子育てのヒントを得る

とともに、悩みや不安を軽減できる機会を設け、親子のコミュニケーションを深めることを目的に開

催しました。 

 

【親子で縄跳び作り】 

関市立田原保育園では、８月１０日(月)の参観日に、関市生涯学習課主催の「出前子育てサロン」と

園主催の「親子で縄跳び作り」が開催されましたのでご紹介します。 

 【開催の目的】 

 

【取材を終えて】 

 

保護者同士が子育てへの思いを語り合い、親子が協力して活動に取り組む姿が印象的でした。家庭

教育サポーターの支援により保護者が安心して交流できる場が生まれ、子育てを一人で抱え込まない

ための地域のつながりの大切さを改めて感じることができました。またアイスブレイクや進行などを

家庭教育サポーターが担うことで、園や保護者役員の負担軽減にもつながっていました。 

子どもたちの健やかな成長のためには、園・家庭・地域の温かなつながりが欠かせません。今回の

講話や子育てサロン、親子活動は、保護者同士の交流を深めるとともに、親子の絆を育み、子育てへ

の安心感や前向きな気持ちを高める貴重な機会となりました。 

 

【当日の様子】 

 

【出前子育てサロン】 
〈進行：関市生涯学習課 

         家庭教育専門員〉 

１． 園長先生のあいさつ 

２． サロン開催の 3つの約束確認 

３． 子育て講話タイム 

① アイスブレイク 

② ワーク 

「この子の個性って何？」 

③ ミニ講話 

「スマホの脳への影響」 

４． 交流タイム 

５． 園長先生の終わりの言葉 

 

家庭教育サポーターがグループ交流のサポートをされまし

た。保護者からは、「自分だけじゃないと安心した」「話を聞

いてもらえてスッキリした」などの感想が寄せられました。

気軽に語り合い、互いに共感し合うことで、心が軽くなり、

明日からの子育てへの元気をもらえる時間となりました。 

細長い８色の布の中から好きな 3 色を選

び、親子で力を合わせて三つ編みにしていき

ました。布で作った縄跳びは床に当たっても

跳ね返りにくく、小さな子どもでも扱いやす

いのが特徴です。完成した縄跳びは、今後園や

家庭での遊びに活用されるほか、秋の運動会

でも披露される予定です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【当日の様子】 

 

 生徒たちは、乳幼児や保護者とのふれあいを通して、命の大切さや家族の愛情を実感していまし

た。自分自身も多くの人に支えられながら成長してきたことに気付く貴重な機会となり、多くの生徒

の心に残る体験となったようです。 

 

 

【開催の目的】 

 

4クラス合同で性に関する学習を行った後、クラスごとに乳幼児親子とのふれあい体験を実施しまし

た。生徒たちは幼児と一緒に遊んだり、赤ちゃんにミルクを飲ませる体験をしたりしました。また、保

護者の方々と交流しながら、命の尊さや子育ての温かさに触れることができました。最初は少し緊張し

ていた生徒たちも、ふれあいを通して自然と笑顔になり、会場には温かな雰囲気が広がっていました。 

 

 

 

【取材を終えて】 

 

赤ちゃんとのふれあいから学ぶ

関市立桜ヶ丘中学校では、9 月 9 日（水）と 11日〈金〉の 2 日間、関市保健センター

主催の「いのちの授業～赤ちゃんふれあい体験～」が開催されましたのでご紹介します。 

 

関市では、中学 3年生を対象に、乳幼児親子との交流を通じて命の尊さや子育てへの理解を深める

「いのちの授業」を実施しています。本事業は、生徒が自他の命の大切さを学ぶとともに、自身の成

長過程を見つめ直し、保護者への感謝の気持ちを育むことを目的としています。 

保護者の方々は、妊娠中のエコー写真や出産時の写真を見せながら、そのときの思いや出産までの歩

みについて話してくださいました。生徒たちは真剣な表情で耳を傾け、一枚一枚の写真に込められた家

族の願いや喜びに思いを馳せていました。体験後には、「出産だけでも大変なのに、その後も愛情をも

って育ててくれるお母さんは本当にすごいと思った」「妊娠中から出産後まで大切に育まれていく命の

尊さを改めて実感した」「自分が生まれたときのことを家族に聞いてみたいと思った」などの感想が寄

せられました。 

 

 

 



学びの秋に突入！ ｢家庭教育について学ぶ動画｣をご活用ください！  

＜岐阜県広報課のYouTubeチャンネルに掲載＞  

どなたにも観ていただけるよう、年々、内容をブラッシュアップしています。家庭教育学級で、ご家庭で、今後、学

校で開催される就学時健診等の待ち時間や休憩時にも、是非、ご活用ください。  


